




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































年次　ヨーロッパ向け輸出量 一 枚当りの価格 （ドル） 総価格（ドル）
1863 30，000（枚）　密売・価格不明

































































































































































































蚕　　種 日本産　　他の外国産 フランス産 繭
1868
1869
1870
1871
1874
1875
1876
1877
1878
1879
1880
1881
1882
4，439．500
5，787．825
5，005．725
4，384．125
4，152．550
3，844．925
3，147．425
3，075．800
2，708．225
2，483．725
2，273．100
2，094．475
2，010．600
3，110．375
5，084．750
4，307．308
3，149．000
2，860．775
2，110、000
　560，225
　892．225
　410、550
　232．125
　441、650
　228、775
　136，575
448．650
144．950
163．025
343．550
457．875
371．375
102．275
94．300
58．050
52．400
67．375
83．200
127．575
876．750
556．375
535．000
891．575
　818．900
1，368．550
2，484．925
2，093．025
2，239．625
2，199．200
1，764．575
1，782，500
1，746．450
1，637，849
1，777，746
2，104，330
1，940，192
2，101，199
1，961，534
（445，641）
2，103，900
ユ，ユ84，2ユ5
　713．980
1，370，269
2，081，749
2，008，784
（Archive　de　PArdさche，12M81．82から作成）
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4．　日本産蚕種の消長
それにわずかに
POrtugal種が見
られるだけであっ
た。国内産は，す
べてJapno　repro－
duitであった。
　この1868年から
1882年までは，同
一の形式で統計が
つくられている。
同県の養蚕規模だ
けをあげると，第
13表のようにな
る。まず注目でき
ることは，19世紀
初頭以来一貫して
拡大傾向をたどっ
た同県の養蚕規模
が，1870年を境と
して縮小傾向を明
確にしていくこと
である。
66
第7図14世紀後半のアルデーシュ県養蚕業
単位：1，000kg
　　　　これとともに，日本種の需要も減少していった。
　さて第7図は，19世紀後半におけるアルデーシュ県の養蚕規模および繭収穫量の変
遷を表わしたものである。この図から，アルデーシュ県における養蚕業の盛衰が，
1850年代に始まる蚕病大流行期以降19世紀末にいたる各期間ごとに，一目して明らか
になる。まず蚕病以前の最盛期1850年と比べて，1850年代後半から60年代前半にかけ
ての時期，とりわけて1857，1865年の不作が歴然としているが，この時期の収繭量が
もっとも悪かった。
　その後1860年代後半は，日本産蚕種が大量導入されて同県養蚕業を制覇した時期で
あったが，この時期は，蚕飼いの規模を拡大し大量の蚕種を艀化させることで，繭生
産量を維持させようとしていたことが明らかになる。ここで注意をしなけれぽならな
いことは，繭収穫量はそれ以前の時期と比べて増大し，同県の養蚕業は上向傾向をた
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どりはじめたかのようにみえるが，養蚕の質的な状況を示す収繭量そのものは1850～
60年代前半とほぼ同じような水準にあったことである。つまり日本種の大量導入によ
り繭収穫絶対量は上昇したけれども，養蚕の質的な内容はバルカン半島・南ロシアの
蚕種がフランス養蚕を支えた時期と，本質的に同程度であったのである。
　こののち1870年代半ばに入ると蚕病は克服され，またフランスの蚕種製造業は養蚕
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）
業から独立し，良質の蚕種を安定して供給できるようになる。この条件が整った1875
～6年にかけて，アルデーシュ県の蚕種需要ではフランス国内種が急速に増加し，日本
種を駆逐していった。この経過のなかで，日本産蚕種がその市場を維持できなかった
理由として，すくなくともフランス国内で飼育されるかぎり，日本産蚕種の固有の品
質が，フランス産蚕種のそれに及ばなかったことが指摘できるであろう。
　1870年代後半に入り，フランス種が再び主要蚕種になると，同県の養蚕業の規模は
縮小されていった時期ではあるが，収繭量は上昇していった。そして1880年代にいた
り，収繭量からみた養蚕業の内容は19世紀半ばの水準に戻ったのである。この時期は
各年ごとの生産量の振幅も小さくなっており，つまり安定した養蚕経営が可能になっ
た時期であった。さらに1890年代にいたり，アルデーシュ県の養蚕は，内容からみれ
ば19世紀半ばを越えたといえるであろう。
第14表　1883－1902年におけるアルデーシュ県の養蚕業
（単位：kg）
蚕　　種 ・本産J・p・n・掴産・ランス産1 繭
1883
1884
1885
1886
1887
1888
1889
1890
1891
1892
1893
1894
1，755．000
1，722．075
1，491．825
1，406．900
1，438．025
1，747．425
1，397．250
1，392．200
1，288．925
1，281．500
1，309．975
1，293．175
ユ899　　　1，148．525
1901　　　1，232．225
1902　　　　1，180．475
23．425
30．050
37．600
46．175
24．150
18．525
12．425
49．050
17．125
8．700
1．225
1．375
4、900
0．625
5．225
36．350
30．425
61．000
48．925
44．150
57．725
59．775
59．900
29．575
42．700
31．700
6．425
35．425
72、675
66．700
70．725
64．825
66．700
75．325
68．675
76．275
32．325
58．350
63．675
36．775
49．950
5．875
24．200
1．650
21．775
1，624．500
1，596．775
1，326．525
1，236．475
1，301．550
1，595．075
1，290．975
1，224．900
1，178．550
1，188．325
1，227．100
1，279．500
1，084．000
1，142．275
1，086．775
2，008，784
1，380，748
1，406，484
1，810，683
ユ，578，366
2，070，035
1，414，087
1，610，176
1，292，266
1，653，366
2，274，749
2，249，718
1，603，343，8
1，973，931
1，641，616
Japan　r．｝まJapon　reproduit。 （Archive　de　1’Ardさche，12M82から作成）
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おわりに
　1883年になると，県で作成する統計表の形式が再度変更されて，蚕種については，
日本種・Japonオeproduit・他の外国産・国内産の四区分になった（第14表）。日本産
蚕種は需要をさらに減少させ，もはや例外的な存在に変わっていった。時期を同じく
して，県下の養蚕業そのものも一貫して規模の縮小傾向を強め，1892年以降には生産
助成金制度が導入されたけれども，この傾向に歯止めはかけられなかった。
註
（1）1869年，ドローム県の「農業会報」には，蚕卵紙の文字の読み方が解説されている。こ
　　のことは，日本種のなかの品種が問題にされるようになったからであろう（“le　BuUetm
　　des　travaux　de　Ia　soci6t6　d’agriculture　de　la　Dr6me．”Deuxiさme　Sさrie．　Tome　3．300～4ペ
　　ージ）。
（2）松原建彦前掲論文。
おわりに
　本稿では，日本産蚕種が1860年代にフランス養蚕業地帯で受容された過程を，アル
デーシュ県を分析の対象として追究してきた。このことについて，以下にまとめてお
きたい。
　1850年代から60年代における蚕病大流行の渦中にあって，アルデーシュ県の養蚕現
場では，国内外からもたらされる彩しい品種の蚕種に依存しつつ，生産継続への努力
をおこなっていた。これらの蚕品種は，それぞれの属性により，蚕病流行期の諸条件
のもとで，結繭できるものもあれば，産育の途中で死滅するものなど様々であった。
この惨状のもとで，飼育条件が同じであれば，結繭するか否かは蚕品種の違いによる
ところカミ大きかった。また養蚕農民にとっても，災禍のなかでみずからの裁量が発揮
できることは，蚕品種の選択においてであった。
　したがって養蚕現場の農民たちにとって，どの地域産のいかなる品種の蚕種を選択
して飼育するかということは，最大の関心事であった。1850年代末から60年代初頭に
かけての時期，同県へのおもな蚕種供給地は，バルカン半島および南ロシァであっ
た。これらの地域から輸入された品種のうち，フランスにおける飼育に適した条件を
もつ品種は，当初の数年間は蚕病の災禍を退けて結繭し，一定の収穫をあげることが
できた。けれども当時のフランスでみられた蚕育は，増産のために飼育環境を軽視し
た生産条件下で，しかも蚕病カミ蔓延するなかでおこなわれたものであった。このため
当初は結繭した品種も，何年かの年月が経過するうちに品種が劣化して，蚕病に次第
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に汚染され潰されていった。このような経過を経て，1860年代初頭に県下の主要な飼
育品種であったBucharest種およびNouka種は，60年代半ばまでに相次いで姿を消
していった。この結果同県では，養蚕に供する蚕種の確保に窺するような事態にたち
至っていた。
　日本産の蚕種は，1860年代初頭1こいたり，このような状態のヨーロッパ養蚕地帯に
登場した。日本種は，1860年代半ぽ以降，その豊富な供給量に支えられて急速に普及
し，60年代末の最盛期には，アルデーシュ県下で飼育された蚕種の8割以上を占める
にいたった。この時期，フランス各地の農業会報や各種の蚕業関係雑誌には，日本種
にかんする多数の記事が掲載され，日本蚕の飼育にかんする手引書も刊行された。こ
れは，当地の養蚕業にとって，日本産蚕種にたいする期待と依存度が高かったことを
反映した結果に他ならない。
　やがて1870年代に入ると，フランスでは養蚕業そのものが規模を縮小していき，他
方で蚕病は細菌学的にも克服されていった。蚕病の終期とされる1875年を境に，アル
デーシュ県では国内産の蚕種が主要飼育品種としての地位を奪回し，日本種は急速に
占有率を落としていった。以上カミ，アルデーシュ県を事例とした日本産蚕種の消長で
ある。
　ここで問題になることは，1860年代後半に高い占有率を得た日本産蚕種が70年代に
入るとあっさり駆逐され，1890年代には占有率1％以下にまで衰退した理由である。
このためにまず，たとえ一時的にせよ，日本産蚕種がヨーロッパ養蚕業界で高い信頼
と評価を受けたとされる，その具体的な理由と条件を明らかにすることから始めた
いo
　日本産蚕種は，収繭量に表わされる蚕種の品質からみて，当時のいかなる水準にあ
ったであろうか。フランスでは，1840年代半ぽに蚕種1オンスあたりの平均収繭量は
18kg，また1850年ごろのアルデーシュ県では理想値38kgとされていた。これが，蚕
病流行期の1850年代から1860年代初頭にかけては，極端な凶作年を除いても，同県の
収繭量は10～15kgまで落ち込んだ。ついで，日本産蚕種が同県の主要i蚕種の地位を占
めていた60年代末は，結論からいえば収繭量にかんする限り，1850年代とほぼ同水準
であった。1860年代末，繭生産量そのものは60年代初頭までと比べて上昇傾向を示し
たが，それは従来よりも大量の蚕種を艀化させることによるものであった。この60年
代初頭までの時期は，幾多の品種の蚕種が試行錯誤的に飼育されていたのであり，け
っして明確な展望のもとで災禍を凌いでいたわけではなかった。むしろ60年代末の日
本種全盛時の方カミ品種も淘汰されており，飼育環境はそれだけでも良好であったはず
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おわりに
である。にもかかわらず，日本産蚕種の収繭量が10～15k9にすぎなかったというこ
とから，日本種が他の雑多な品種と比べて，収繭量にかんし良質な品種であったとい
う評価はできないのである。
　ついで，糸質に表わされる蚕の品質からみて，日本産蚕はいかなる水準にあったで
あろうか。これは，杉山伸也氏が明らかにされた研究成果（「幕末，維新期における
生糸輸出の数量的再検討一ロンドン・リヨン市場の動向と外商一」『社会経済史学』
45編3号，1979年）に依拠すれぽ，日本産の生糸はヨーロヅパ市場では糸質で中級糸
の評価をうけ，あくまでも価格との兼ね合いで取引されたという。したがって，日本
産蚕の糸質そのものが高い評価を受けたということも考えられないのである。
　以上のことからみて，当時のヨーロヅパで日本の蚕種が高い評価を受けることがで
きた理由は，蚕の収繭量や糸質という，蚕や生糸の直接的な品質のためではなかった
と考えられる。そうであれば蚕をめぐる当時の世界の諸状況のなかで，日本産蚕種が
他の品種に比べて優秀であったのは，蚕病に強い虫質をもっていたということと，大
量な供給量ということになるであろう。つまり蚕病大流行下のヨーロッパ養蚕地帯に
あって，日本産蚕種は，蚕病に強く収繭量10～15kg程度の収穫が比較的高い確率を
もって期待でき，かつ一定量以上の同質の蚕種を市場に供給できるという，この二つ
の理由で高い評価を受けることができたのであった。いいかえれば，病気に強い蚕質
と供給面における安定性が，きわめて重要な意味をもっていたという条件のもとにお
いて，日本産蚕種は価値のある存在であったのである。
　この日本の蚕種に期待された条件は，フランス養蚕地帯が蚕病に席捲されていたも
とでのみ，高評価の対象になりえるものであった。したがって日本の蚕種は，ヨーロ
ッパで蚕病が克服される1870年代半ばになると，フランス産の蚕種に品質面で対抗で
きず，一気に退けられたのであった。
　幕末維新期にヨーロッパへ輸出された日本産蚕種は，本稿の冒頭で述べたように，
日本で近世後半をとおして生産者農民の手で創りあげられた蚕と生産形態によって，
生み出されてきたものであった。蚕病に強い蚕質は，日本近世において農民が品種や
飼育方法の改良を繰り返すなかで創出したものであった。また，蚕種の大量輸出が可
能であった理由は，幕末期以前に日本の蚕種製造農民が養蚕業から分離独立して専業
化しており，幕末開港期における蚕種需要の大変動に即応できる製造形態や能力を保
持していたことによるのである。
　本稿では，この蚕種カミ飼育環境のことなるヨーロッパ養蚕地帯で受けた評価の一端
について明らかにしてきた。以上のことのみから，当時の日本産蚕の水準を，西ヨー
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ロッパ的な物差しやレベルで性急に評価することは差し控えたい。今後，さらに蚕や
繭の生物学的な内容評価をも加えて，近世末期日本民衆のもっていた文化的な能力の
一部分を示すものとして，日本産蚕種の位置を世界史のなかで明らかにしてみたい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（本館　歴史研究部）
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　　　　Silkworm　Eggs　of　Japanese　Origin　Exported
　　　at　the　Latest　Period　of　Tokugawa　Government
－Receiving　Process　in　French　Sericultural　Regions一
YuAsA　Takashi
　　This　paper　concerns　a　research　of　penetration　process　of　silkworm　eggs　of
Japanese　origin　into　French　sericultural　regions　in　the　middle　of　1860s，　taking
acase　of　the　D6partment　Ardさche．
　　In　the　turmoil　of　prevailing　silkworm　disease　in　1850s，　the　sericultural　farm・
ers　in　the　D6partment　of　Ardさche　in　France　were　making　efforts　to　continue
their　production　in　depending　upon　quality　silkworm　eggs　imported．　What　was
problematical　for　them　at　that　moment　was　which　eggs　froエ11　which　regions
should　be　selected　and　reared　to　overcome　the　disease．
　　From　the　end　of　1850s　to　the　beginning　of　1860s，　the　major　imported　silk－
worm　eggs　imported　into　the　D6partment　of　Ardさche　were　from　the　Balkall
Peninsula　and　from　South　Russia．　Some　silkworm　eggs　out　of　these，　which
were　suited　to　the　sericultural　conditions　in　France　were　producing　a　certain
yield　with　cocoons　spinned　for　several　years．　These　eggs　however　were　on　the
verge　of　annihilation　under　the　spread　of　silkworln　disease　at　the　end　of　several
years　passed．
　　Under　these　circumstances　the　major　egg　types　in　that　D6partment，　type
Bucharest　and　type　Nouka　disappeared　one　after　another　at　the　start　of　1860s．
And　the　sikworm　eggs　which　could　replace　them　never　existed　in　European
and　Near　Eastern　sericultural　regions．
　　The　siklworm　eggs　of　Japanese　origin　were　introduced　into　the　D6partment
of　Ardさche　in　that　period．　The　height　of　prosperity　of　Japanese　s輌lkworm　eggs
was　at　the　end　of　1860s．　Their　occupation　in　overall　eggs　reared　in　that
D6partment　was　not　less　than　80％．　At　that　time　there　were　many　articles
concerning　Japanese　silkworm　eggs　in　a　wide　variety　of　agricultural　bulletins
and　periodicals　concerned　with　sericulture．　Even　the　articles　on　current　events
declared　great　expectation　and　high　appreciation　of　Japanese　silkwo丈ms．　h
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1870s　however，　together　with　the　reduced　scale　of　overall　sericulture　in　France，
the　silkworm　disease　could　at　last　be　overco皿e　bacteriologically　and　in　some
other　ways．　It　is　collsidered　that　the　predominance　of　sikworm　disease　termi－
nated　around　1875．　After　this　year　the　silkworm　eggs　of　French　origin　won
l）ack　the　situation　of　major　eggs　in　Ardさche　D6partment，　and　the　Japanese　eggs
went　losing　their　occupat輌on　rate　sharply．
　　This　is　the　evolution　of　Japanese　silkworln　eggs　in　a　case　of　Ardさche　D6part．
ment．
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